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OneView Instant On hands-on
• OneView Instant On概要
• OneView Instant Onハンズオンガイド

OneView Instant On



誰でも・ミス無く・チューニングまでしてくれる “かんたんセットアップウィザード”

–①ノード 1 の保守ポートに PC を接続します

4

HPE OneView InstantOn

LAN ケーブル

② HPE OneView InstantOn を起動し、
IP アドレスなどを指定します

※ IP アドレスを付与しなくても各ノードは自動検出されます
（オートディスカバリ機能）

OneView Instant On



誰でも・ミス無く・チューニングまでしてくれる “かんたんセットアップウィザード”

–③自動セットアップ完了までお待ちください
（15 分弱）
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HPE OneView InstantOn

④ 仮想化インフラの環境構築が完了です
（ノード増設の際も同様の流れで自動構築できます）

OneView Instant On



動作アニメーション
HPE OneView InstantOn

ESXi ESXi ESXi ESXi

VMware vSphere - Host Clustering

※ 本スライドはアニメーションでご覧ください

管理 VM
（vCenter など）

HPE 
HC250 / 380

ユーザー仮想マシン

Server 1 Server 2 Server 3 Server 4

内蔵 SSD / HDD

Storage
Clustering
＋チューニング

HW-RAID HW-RAID HW-RAID HW-RAID

製品出荷時 HPE OneView InstantOn お客様作業

IP IP IP IP
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OneView Instant On



日々の運用管理はハードウェアも含めて VMware vCenter UI に統合
HPE OneView for VMware vCenter （管理者向け）

iLO リモートコンソール
シングルサインオン HPE ハードウェア専用ページ

（vCenter 統合プラグイン）
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OneView Instant On



* 必要に応じて StoreVirtual CMC コンソールも利用可能です

ストレージ部分のボリューム管理も
vCenter から行える高機能プラグイン

日々の運用管理はハードウェアも含めて VMware vCenter UI に統合
HPE OneView for VMware vCenter （管理者向け）
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OneView Instant On
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事前準備



セットアップの際に最低限必要なもの

– 対向ネットワークスイッチ ・ ケーブル

–詳細は後述

– 電源アウトレット

–HC380: ノードあたり 2 個 （100/200V 両対応）

–HC250: シャーシあたり 2 個 （200V 必須）

– StoreVirtual 用メールサーバー

–SMTP サーバー、受信メールアドレス

–MX レコードを解決できる DNS サーバー

–次ページの 「Storage」 セグメントから Reachable なこと

–用意できない場合は OVIO ではダミー値を入れる
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事前準備

初期セットアップ用 PC
• 有線 LAN 必須。192.168.42.99 に設定しておくこと

vCenter Server のライセンスキー

Remote vCenter にする場合 （オプション）

• できるだけ新しいバージョンにしておく

– VCSA （Linux OVF アプライアンス） も OK
– for Cloud では Remote vCenter はサポートされないので注意

• OneView for VMware vCenter のセットアップ

– OV4VC のバージョンは Compatibility Guide に従う

• 「Management」 セグメントから Reachable なこと

– OVIO からの次のポートが着信できること （3501/tcp、3504/tcp）

※ ここで記載されているものはセットアップウィザード OVIO の実行にあたり、最低限必要なものです
本番運用開始にあたっては ESXi ホストのライセンスキーなど、これ以外に必要なものも出てきます



セットアップの際に必要な IP アドレスレンジ

– 1a.  Management ネットワーク

–HC250 の場合：ノード数 + 1 個
– 連番で確保する必要があります。 1 つ目が MgmtVM 用、2つ目以降が ESXi ホストの管理 IP アドレスです

–HC380 の場合：ノード数 + 3 個
– HC250 から増加分の 2 個については連番である必要はありません （HC-UX 用）

– 1b.  Management ネットワーク （iLO）

– ノード数と同数 を用意

– 2.  vMotion ネットワーク

– ノード数と同数 を用意

– 3.  Storage ネットワークが、

– ノード数 × 3  + 2 個必要
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事前準備

補足事項
• 仮想マシンゲスト OS が利用する IP アドレスはここには含まれていません

• 通常は Management (1a & 1b)、vMotion、Storage、仮想マシンで VLAN を分割しますが、
すべてフラットなネットワークにすることも可能です

• for Cloud を利用する場合は、より多くの IP アドレスが必要になります
また CS9 側の要件より 192.168.xx.xx アドレスの利用は控えてください



セットアップの際に無くても構わないもの

– ESXi ホスト用 DNS サーバー

–ESXi ホストの DNS 名前解決ができない環境でも問題なくセットアップできるように、IP アドレスベースでセットアップされる

–vCenter と異なり、ESXi 6.0 では DNS 名前解決が 「必須」 という情報は事実ではありません （VMware 社確認済み）

– NTP サーバー

–ESXi ホスト用： 「Management」 セグメントから Reachable であるサーバー
OVIO では ESXi ホストの時刻同期設定は行いません

–StoreVirtual 用： 「Storage」 セグメントから Reachable であるサーバー
OVIO で設定可能ですが、任意入力です

– Active Directory
–OVIO では、AD 認証・連携は行われません

–但し、AD 環境がある場合は
vCenter Server や HC-UX などと連携させると便利です

12

事前準備
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OneView Instant Onハンズオン
仮想化環境を簡単に構築してみましょう

OneView Instant On



14

OneView Instant On シミュレーターインストール

配布済みのOneView Instant Onシミュレータの
exeファイル(HP_InstantOn_Installer_Simulator
xxx.xxx.exe)を起動します。

OneView Instant On
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OneView Instant On シミュレーター起動

OneView InstantOnシミュレータ(Vmware版) OneView InstantOnシミュレータ(MS版)

OneView Instant On
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1. 各ライセンス使用許可項目にチェック
を入れ、”Next” をクリックします。

OneView Instant On – 使用許可のチェック

OneView Instant On
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OneView Instant On – vCenterの設定

2. [Access]欄のうち、 ローカル(付属)の
vCenterを使用する場合は”Local”を、別の
サーバー上で現在実行しているvCenterを選
択する場合は”Remote” を選択し、必要情報
を入力してください。

3. “Local”のvCenterを選択した場合、 [License]欄
vCenterのライセンスをご入力いただくことになりま
すが、本シミュレーターでは適用された状態となって
います。

4. [Destination]欄にシステムのホストとVSAストレージ
に対して使用されるvCenter上のデータセンターお
よびクラスタを指定します。

5. “New” をクリックし、新規DataCener、Clusterを名
を入力し、”Create” をクリックします。

6. [vCenter]画面の右下の ”Next” をクリックします。

※シミュレータでは”Local”の選択しかできません。4

2

5

6

OneView Instant On
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OneView Instant On – システムノードの追加

7. [Health]画面で全てのシステムノードのヘ
ルスが正常(緑色)であることを確認します。

8. インストール作業をするシステムノードを
選択し、右下の”Next” を選択します。

OneView Instant On
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OneView Instant On – システムノードの追加

OneView InstantOn (HC380) OneView InstantOn (HC 250)

OneView Instant On
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OneView Instant On – 管理系IPアドレスの入力

9. [IP Assignment]画面で、システム運用時
に必要なIPアドレス、VLAN ID等の必要な
情報を入力後、右下の”Next” をクリックし
ます。

※詳細は次ページに記載します。

OneView Instant On
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OneView Instant On – 管理系IPアドレスの入力

IPアドレスは連番で入力されます

Node # iLO 10G 10G

Storage

vMotion

管理用

10G

VLAN タグトランク

仮想マシン
(業務系)

各ノード毎のVLANタグトランクイメージ

OneView Instant 
Onで設定

接続先スイッチで設定した
VLAN IDを入力します

・HC250：ノード数+1個
・HC380：ノード数+3個

ノード数

ノード数 x3 +2

OneView Instant On
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OneView Instant On – ストレージ認証情報の入力

10. [Credentials]画面にて、StoreVirtual認証
情報を入力します。これらの認証情報を使
用して、StoreVirtualライセンスを適用する
際にStoreVirtual集中管理コンソールにア
クセスします。

11. 認証情報を新規で入力した後、右下
“Next” をクリックします。

OneView Instant On
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12. [Settings]画面にて、StoreVirtualの管理
名、ストレージネットワークのDNS、NTP、
メールサーバーのアドレスと送受信者の
メールアドレスを入力後、右下の”Next” を
クリックします。

OneView Instant On – ストレージネットワークの設定

ユーザーへメール通知をする
ための各種設定を行います。

OneView Instant On
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OneView Instant On – 入力項目の確認

13. [Review Configuration]画面にて、入植し
た情報が正しいことを確認します。変更す
る必要がある場合は、左下のナビゲーショ
ンペインにあるリンクを使用して戻ります。

14. 続行する準備ができましたら”Deploy”をク
リックします。

※確認項目の詳細は次ページに記載します。

OneView Instant On
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OneView Instant On – 入力項目の確認

OneView Instant On
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OneView Instant On – Deploy動作の実行画面

Detailsを開くと、現在進行中の
デプロイ処理内容が閲覧できます。

OneView Instant On
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OneView Instant On – Deploy動作完了後

15. Deploy操作が完了すると、[Next Step]画
面に移動し、設定された情報の確認がで
きます。

16. “Finish” をクリックし、初期セットアップ完
了です。(シミュレーターはここまで)

※本番環境では、[Next Step]の画面上から、
vCenterにアクセスし、ESXiホストのライセン
スや、StoreVirtual VSAのライセンス(初期
セットアップ時は試用ライセンスが適用されて
いるため)の適用が必要となります。

OneView Instant On
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OneView Instant On – Deploy動作完了後

HC380管理UIのインストール

OneView Instant Onを使用した構成が正常
に完了すると、HC380管理UIのインストール
が始まります。

OneView Instant On



OneView User Experience hands-on
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• OneView User Experience概要
• OneView User Experienceハンズオン

− アクセスとログイン方法
− ダッシュボードとナビゲーションパネル
− 仮想マシンの管理・作成
− システムのアクティビティの確認
− 仮想マシンのリソース使用率の確認
− イメージの作成
− 仮想マシンのカタログ作成
− User Experienceの設定

OneView User Experience



OneView User Experience

簡易的なプライベートクラウドを実現する “セルフサービスポータル” を新搭載

–日常的なオペレーションをサポート (*)
–モニタリングはもちろん、まるで “自動販売機” のように
たった5 クリックで仮想マシンを作成

–快適な操作
–HTML5  &  HPE Grommet デザイン

–スマートフォン専用ビューも用意

–管理機能も充実

–既存の Active Directory / LDAP と統合可能

–ロールベースの管理

–管理者向けにはメンテナンス機能も
–ファームウェア・デバイスドライバのアップデート

–構成のバックアップ・リストア

30

HPE OneView User Experience （利用者向け） HC380 のみ

* 本ツールの利用は任意です。 HC250 と同様に vSphere Web Client や OneView for vCenter も引き続き利用できます。

スマートフォン専用ビュー



簡易的なプライベートクラウドを実現する “セルフサービスポータル” を新搭載
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HPE OneView User Experience （利用者向け） HC380 のみ

自動販売機でドリンクを購入
するようなスピードと操作感

管理者向けには
ソフトウェアアップデート機能も

OneView User Experience
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OneView User Experience
アクセスとログイン方法

OneView User Experience



33

PC上でGoogle ChromeなどのWebブラウザを起動し、
HC380 OneView User Experienceシミュレータ用のURLにアクセスします。
PCCOEのInternet Explorerでは動かないのでご注意ください。

External URL: http://www.hc380.online/

アクセスとログイン方法

OneView User Experience
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Username: grommet
Password: GrommetUX!*2016
を入力してください。

1.

アクセスとログイン方法

OneView User Experience
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2.  “Setup” をクリックします。

アクセスとログイン方法

OneView User Experience
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初期アクセス時には“Setup”の項目が表示されます。
各設定項目をご確認後、左下の “Submit”ボタンを
クリックしてください。

※本ハンズオン上では特別設定変更する必要はご
ざいません。

3.

アクセスとログイン方法

OneView User Experience
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OneView User Experience
ダッシュボードとナビゲーションパネル

OneView User Experience
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ダッシュボードとナビゲーションパネル

1

2

3

システム全体のCPU、メモリ、ストレージの
リソース使用状況を確認

システム内のすべての項目を対象にした
検索機能

システム上で実行されている、ユーザーが
開始したタスクを表示

1

2

3

OneView User Experience
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ダッシュボードとナビゲーションパネル

1

2

3
4

5

6

7

クラスタ―レベルでのリソースと通知の情報を表示

システム内の全ての仮想マシンのセットアップを表示

アラート、タスク、イベントを含むすべての
システムアクティビティを表示

グラフィカルインターフェイスを介してリソースの
使用上に関する情報を表示

VMを展開するため、OSイメージとOVAテンプレートの
アップロードの操作と表示

vCPU、メモリ、ストレージの事前に割り当てられた
サイズのリストを表示

ソフトウェアの更新、システムのバックアップ・リストア、
サポートダンプの作成、システムの再起動

1

2

3

4

5

6

7

Dashboard

Virtual 
Machines

Activitity

Utilization

Images

Sizes

Settings

OneView User Experience



40

OneView User Experience
仮想マシンの管理・作成

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

1. ナビゲーションパネルの ”Virtual Machines” をクリックします。

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

2. システム内にある仮想マシンを確認します。
今日、過去7日間、過去30日間以内に作成
した仮想マシン群が表示されます。

3. どれか1つ仮想マシンを選択し、クリックし
ます。

今日作成した仮想マシン

過去7日間作成した仮想マシン

過去30日間作成した仮想マシ
ン

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

4. 選択した仮想マシンのリソース使用率を確認します。
5. 画面右側の仮想マシン操作パネルから選択した仮想マシン

の各種操作が実行可能です。

選択した仮想
マシン

vCenter Web Clientを使用して、
VMコンソールセッションを開く

VMを再起動

VMの電源オン、オフ切り替え

VMのスナップショットを取得

名前、サイズ、ネットワーク構成
などのVMの特性を編集

VMの削除

1

2

3

4

5

6

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

6. 画面をスクロールしていくとストレージの使用率、ネット
ワーク使用率を確認できます。

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

7. ActivityやIP Adress、作成済みのスナップショットを確認で
きます。

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

今日作成した仮想マシン

過去7日間作成した仮想マシン

過去30日間作成した仮想マシン

8. 新規仮想マシンの作成を行います。「Virtual
Machines」トップ画面に戻り、右上の「＋」ボ
タンをクリックしてください。

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

9. 作成する仮想マシンの台数を選択し、 名前を
入力します。(複数台選択すると名前の付け方
のオプションが選択できます)

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

9. 作成する仮想マシンの台数を選択し(今回は1台)、
ご自身の名前を付けた仮想マシンを作成します。
(複数台選択すると名前の付け方のオプションが選
択できます)。

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

10. 仮想マシンのサイズを選択します。
11. [Initial Disk Image]の虫眼鏡アイコンから、利用可能なイメージを選択します。
12. [Network]の横にあるプラス(+)記号をクリックして、使用可能なネットワークを追加します。

※デフォルトではDHCPが使用されます。
13. “Add” をクリックして、仮想マシンを作成します。

11

12

13

OneView User Experience
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仮想マシンの管理・作成

10. 仮想マシンのサイズ”Small”を選択します。
11. [Initial Disk Image]の虫眼鏡アイコンから、利用可能なイメージを表示します。
12. 選択項目の中から、”Win2k12r2.ova”を選択します。

11

OneView User Experience

10

12



51

仮想マシンの管理・作成

13. [Network]の横にあるプラス(+)記号をクリックして、
使用可能なネットワークを追加します。

14. [Add Network]欄のNetwork名を虫眼鏡アイコンを
クリックし、出てきた一覧の中からManagement”を
選択、設定します。

13

OneView User Experience

14
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仮想マシンの管理・作成

15. “Use DHCP?”のチェックマークを外します
※デフォルトではDHCPが選択されます。

16. IPv4=192.168.10.1、IPv4 = 255.255.0.0、IPv4 Gateway =   
192.168.10.254を入力し、”OK”をクリックしてください。

17. “Add” をクリックして、仮想マシンを作成します。

16

15

OneView User Experience
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OneView User Experience
システムのアクティビティの確認

OneView User Experience
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システムのアクティビティの確認

1. ナビゲーションパネルの ”Activity” をクリックします。

OneView User Experience



55

システムのアクティビティの確認

2. システム内で起きたアクティビティが時系列が表示
されます。

OneView User Experience
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OneView User Experience
仮想マシンのリソース使用率の確認

OneView User Experience
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各仮想マシンのリソース使用率の確認

1. ダッシュボードの左の ”Utilization” をクリックします。

OneView User Experience
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各仮想マシンのリソース使用率の確認

2. 各VMのリソース使用状況がグラフィカルに
確認できます。

3. 各VMの「大きさ」でメモリ・ストレージの使用
状況を確認、「色」でCPU、メモリ、ストレージ
の使用量を確認できます。

4. [Area],[Color]を選択することで、ユーザー仕
様にVMビューを作成することが可能です。

4

OneView User Experience
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OneView User Experience
イメージの追加

OneView User Experience
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イメージの追加

1. ナビゲーションパネルの ”Images” をクリックします。

OneView User Experience
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イメージの追加

2. システム内にあるOSイメージを確認します。
3. システムに新しくOSイメージ(ISOイメージまたはovaテンプレートイメージ)

を追加する際には、画面右上の「＋」をクリックします。
4. [Add Image]の画面が出てきましたら、イメージの名前を追加し、ファイルを

選択後、 “Add” をクリックしてください。
※イメージ名を記載しない場合はファイル名が反映されます。

3

4

OneView User Experience
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OneView User Experience
仮想マシンのカタログ作成

OneView User Experience
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仮想マシンのサイズ作成

1. ナビゲーションパネルの”Sizes” クリックします。
2. 仮想マシンサイズのカタログがあることを確認します。
3. 右上の「＋」ボタンクリックして、新規仮想マシンカタログの作成を行います。

1

3

OneView User Experience
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仮想マシンのサイズ作成

4.   仮想マシンカタログの名前を記入します。
5. カタログに割り当てる「vCPU」、「Memory」、「Disk容量」を

「－」、「＋」で調整します。
6. “Add” ボタンをクリックし、作成します。

OneView User Experience
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OneView User Experience
User Experienceの設定

OneView User Experience
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User Experienceの設定

OneView User Experience
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1

2

3

4

5

User Experienceの設定 – 各種連携可能オプション

クラスター名、IPアドレス情報、DNS情報、内蔵
OneViewのIPv4アドレス、データセンター名等

vCenterのIPアドレス

LDAPまたはActiveDirectoryとの接続が可能

ノード名とiLOのIPアドレスを含むノード情報

Cloud Optimizerに接続して、高度なシステム
分析を可能にするオプション

識別情報

vCenter

ディレクトリ

ノード

Cloud Optimizerに
よる高度な性能分析

1

2

3

4

5

OneView User Experience
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User Experienceの設定 – 管理系の操作

1

2

3

4

5

HC380管理UI、OneViewアプリケーション、SPP
ファームウェアを更新するために使用

HC380管理UIとOneViewアプリケーション両方の
バックアップファイルを作成

OneViewおよびHC380管理UIをバックアップファイ
ルから復元

HC380のトラブルシューティングに関するサポート
ログと情報を収集

HC380管理UIを再起動

ソフトウェアの更新

バックアップ

バックアップから復元

サポートダンプの作成

再起動

1

2

3

4

5

OneView User Experience
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User Experienceの設定 – ファームウェアのアップデート

1

2

3

4

5
・HWのFirmware(SPP)
・OneView User Experience
・OneViewアプリケーション
に関連するソフトウェアを簡単アップデート

OneView User Experience

ファームウェアまわりの管理が簡単です！！
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物理・仮想・クラウドのパ
フォーマンス、キャパシ
ティ、および稼働状態に
関する統合された情報を

取得可能です。

OneView User Experience

Cloud Optimizerと連携することで、
HC380ハイブリッドクラウド環境をより高度に管理可能です

User Experienceの設定 – Cloud Optimizerとの連携

Cloud Optimizer(旧vPV)とは？

①一元管理

②キャパシティ管理

③パフォーマンス管理

物理 仮想 クラウド

最適化将来予想 What-if
分析

キャパシティ
の発見

ビジネスメト
リックの分析

リソース
の計測

直感的な管理
過去の履歴も簡単にグラフ化



Thank you
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HC製品 日本語ドキュメント充実しています！

• HC380 インストレーションガイド
http://h20565.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=100859121
9&docLocale=ja_JP&docId=emr_na-c05102756

• HC380ユーザーガイド
http://h20566.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=100859121
9&docLocale=ja_JP&docId=emr_na-c05102978

• HC250 for VMware インストレーションガイド
http://h20628.www2.hp.com/km-ext/kmcsdirect/emr_na-c04846840-2.pdf

• HC250 for VMware ユーザーガイド
http://h20628.www2.hp.com/km-ext/kmcsdirect/emr_na-c04846840-2.pdf

• HC250 for Microsoft インストレーションガイド（英語のみ、翻訳中）
http://h20565.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=100862249
6&docId=emr_na-c04926942&docLocale=en_US

• HC250 for Microsoft ユーザーガイド（英語のみ、翻訳中）
http://h20564.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?docId=c04926949

http://h20565.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=1008591219&docLocale=ja_JP&docId=emr_na-c05102756
http://h20566.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=1008591219&docLocale=ja_JP&docId=emr_na-c05102978
http://h20628.www2.hp.com/km-ext/kmcsdirect/emr_na-c04846840-2.pdf
http://h20628.www2.hp.com/km-ext/kmcsdirect/emr_na-c04846840-2.pdf
http://h20565.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?sp4ts.oid=1008622496&docId=emr_na-c04926942&docLocale=en_US
http://h20564.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?docId=c04926949
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